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小
学
校
国
語
科
教
科
書
の
古
典
文
学
教
材
の
変
遷
 
 

古
典
文
学
研
究
室
 
七
五
〇
一
水
口
 
愛
夕
 
 

本
研
究
は
、
戦
後
の
小
学
校
国
語
科
教
科
書
を
対
象
に
、
掲
載
さ
れ
た
 
 

古
典
文
学
教
材
に
つ
い
て
調
査
を
し
、
新
し
い
古
典
文
学
教
材
に
つ
い
て
 
 

提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
平
成
二
十
年
度
小
学
校
学
習
指
導
要
領
 
 

国
語
編
で
の
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
 
の
 
 

新
設
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
版
小
学
校
国
語
科
教
科
市
で
は
多
種
多
様
 
 

な
古
典
文
学
教
材
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
戦
後
か
ら
今
日
に
 
 

至
る
ま
で
に
古
典
文
学
教
材
は
ど
の
よ
う
な
変
遵
を
遂
げ
た
の
か
、
ま
た
 
 

短
歌
・
俳
句
教
材
に
焦
点
を
絞
り
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
 
 

る
か
と
い
う
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
新
し
い
古
典
文
学
教
材
を
 
 

提
案
す
る
。
 
 
 

小
学
校
国
語
科
教
科
書
の
う
ち
、
昭
和
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
六
、
 
 

三
十
六
、
四
十
六
、
五
十
五
年
度
、
平
成
四
、
十
四
、
十
七
、
二
十
三
年
 
 

を
初
使
用
年
度
と
す
る
、
十
二
の
出
版
社
に
よ
る
五
首
九
十
冊
を
調
査
対
 
 

象
と
し
た
。
 
 
 

変
遷
を
見
て
い
っ
た
結
果
、
昭
和
五
十
五
年
を
境
に
、
古
典
を
現
代
語
 
 

に
直
し
た
も
の
よ
り
も
、
簡
単
な
文
語
に
よ
る
古
典
の
原
文
を
掲
載
す
る
 
 

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
 
 

文
語
詩
が
扱
わ
れ
始
め
る
な
ど
、
教
材
の
内
容
が
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

小
学
校
に
お
け
る
短
歌
・
俳
句
教
材
の
指
導
に
関
し
て
は
、
リ
ズ
ム
や
季
 
 

節
感
を
味
わ
う
こ
と
を
重
視
L
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
 
 

浦
島
伝
説
研
究
 
－
 
絵
本
と
の
比
較
を
通
し
て
 
－
 
 

古
典
文
学
研
究
室
 
七
五
一
四
 
坂
井
 
 
彩
 
 

浦
島
伝
説
の
全
容
を
記
す
最
古
の
文
献
は
 
r
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
だ
 
 

が
、
現
代
の
子
ど
も
連
が
浦
島
伝
説
を
知
る
方
法
の
一
つ
は
絵
本
で
あ
る
。
 
 

浦
島
伝
説
の
研
究
は
近
世
ま
で
の
古
典
が
中
心
で
、
絵
本
は
取
り
上
げ
ら
 
 

れ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
、
ど
の
絵
本
に
も
見
ら
れ
永
く
受
け
継
が
れ
 
 

て
き
た
浦
島
伝
説
の
要
素
と
、
教
科
書
で
の
扱
わ
れ
方
を
明
ら
か
に
し
た
。
 
 
 

ま
ず
、
明
治
1
、
大
正
1
、
昭
和
2
3
、
平
成
1
6
、
出
版
年
不
明
5
の
計
 
 

5
3
の
絵
本
の
内
容
を
、
御
伽
草
子
を
含
む
古
典
7
作
品
と
も
比
較
し
な
が
 
 

ら
詳
し
く
見
た
と
こ
ろ
、
話
の
骨
子
で
あ
る
「
浦
島
太
郎
」
が
「
竜
宮
」
 
 

へ
行
き
、
「
乙
姫
」
 
か
ら
「
玉
手
箱
」
を
も
ら
い
帰
郷
す
る
点
は
、
名
称
 
 

を
含
め
全
て
の
絵
本
に
見
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
多
く
の
絵
本
（
4
1
作
 
 

品
）
 
は
帰
郷
の
動
機
を
「
望
郷
の
念
」
と
し
、
そ
の
内
3
6
作
品
に
親
を
思
 
 

う
気
持
ち
が
見
ら
れ
た
。
『
風
土
記
」
以
来
の
変
ら
ぬ
要
素
と
言
え
る
。
 
 

ま
た
、
「
玉
手
箱
」
を
開
け
て
も
老
い
て
死
な
ず
、
背
中
に
羽
が
生
え
乙
 
 

姫
と
昇
大
す
る
絵
本
が
一
例
あ
っ
た
。
作
者
は
御
伽
草
子
の
鶴
亀
を
踏
ま
 
 

え
た
と
言
う
が
、
乙
姫
が
上
空
へ
去
る
点
は
 
「
風
土
記
』
と
共
通
す
る
。
 
 

絵
本
で
付
加
さ
れ
た
新
し
い
要
素
も
、
元
の
要
素
と
通
じ
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

教
科
書
で
は
明
治
か
ら
掲
載
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度
版
小
学
校
国
語
 
 

科
で
は
全
五
社
が
本
伝
説
を
扱
う
。
第
一
学
年
で
挿
絵
の
み
を
掲
載
す
る
 
 

の
は
従
来
通
り
だ
が
、
高
学
年
で
は
漢
字
学
習
や
説
明
文
に
見
ら
れ
、
御
 
 

伽
草
子
本
文
を
掲
載
す
る
な
ど
、
本
伝
説
を
扱
う
教
材
が
増
加
し
て
い
る
。
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